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野田市議会議長　竹内　美穂　様

1　出張者

　（1）委　員

令和元年11．月25日

環境経済委員会
委員長　吉岡　美雪⑳

行政視察報告書

（2）随行職員

吉岡　美雪　木名瀬宣人　木村　欽一　栗原　基起

小椋　直樹　椿　　博文　深津　憲一

自然経済推進部農政課長補佐　山中　　巌

環境部清掃計画課長補佐 金子　正道

議会事務局主任主事 岩田　耕平

2　視察先及び調査事項

　　　○石川県小松市　こまつ・アグリウェイプロジェクトについて

　　　○岐阜県関市　　消防団再編計画について

　　　○静岡県藤枝市　環境日本一に向けた取り組みについて

3　視察期間

　　令和元年10月30日（水）　～令和元年11E1日（金）

4　視察報告

　（1）石川県小松市　こまつ・アグリウェイプロジェクトについて

　◇小松市の概要と視察地選択の理由

　　　①市制施行　　昭和15年12月1日

　　　②人　　口　　108，439人（43，889世帯）

　　　③面　　積　　371．05　kfi

　　　④視察地選択の理由（市政との関連性）

si2縛

　小松市のこまつアグリウェイプロジェクトは、市、地元企業と農協の3

者が協力して地元企業がもっているものづくりのノウハウを取り入れ、農

業の6次産業化を目指している。同プロジェクトでは、小松独自の加工品
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　6次産業化のために、この基金から約3，000万円を活用して、ピューレ

状に加工することができる機器を導入し、石川県立大学の協力のもと、規

格外品として廃棄されていた、小松特産大麦、トマト、ニンジンなどの農

産物を活用した商品開発を行った。

　小松市は、昭和30年代から続く北陸三県一の生産量を誇るトマトの産

地であり、現在は約50軒のトマト農家が年間約1，500トンを出荷してい

る。その「小松とまと」を使用した、カレーやドレッシングなど、オリジ

ナル商品の開発をはじめ、美味しい食べ方のレシピ提案のイベントを開催

するなど市内外に情報発信をしている。また、石川県出身の世界的に有名

なスーパーパティシエ辻口博啓氏とコラボした企画を行い、生産量が全国

トップクラスの小松産六条大麦を使った「大麦バウム」の開発に成功した。

．1．．Q．よ．う．足地元農産物を使用し1ζ鹿品に環境王国や生産地などの位加価値

を与えながら、市内の商店と協力してさまざまな商品開発を展開してブラ

ンド化を進めている。開発された高価格帯の商品の数々は、オンラインシ

ョップや市内の道の駅、小松空港内の空の駅こまつなどで販売され好調な

売れ行きとなっている。

　さらに、このプロジェクトでは若手農家6人が15ハウスにおいて、ト

マトの収量・品質の向上を目指すために農業のICT化を進めている。高

度なものづくりのノウハウを持つコマツの提案を受け、ハウスの環境を可

視化するNECの農業ICTクラウドサービスを導入し、温度や湿度、日

照量、炭酸ガス量などの環境データを収集・蓄積している。それらを分析

してノウハウを抽出することで、従来の経験や勘をベースとする農業の課

題を克服しようと、各地域の気候や特性ごとに最適な農法の確立に大きな

期待が寄せられている。

◇　所　見（市政の課題等に対する実現可能性等）

　野田市は、絶滅危惧種であるコウノトリをシンボルとした自然再生のま

ちづ≦旦の二2と上工環境保全型農業を進ぬている。一，孟②環境□史で育工

ブランド化を目指している黒酢米は、ちばエコ農産物として認証されてい

る。特産品である枝豆を初め、さまざまな農産物のブランド化とあわせて

シティプロモーションも行っている。農産物直売所ゆめあぐりの販売も好

調だが、6次産業化へのシフトや販売網の確立が必要であり、農業の活性



化と食たせ左z旦王ニシ旦ンやブ乏．ンデごG∠グにおy⊃工もいまだまだ課題

や問題点がある。

　野田市はしょうゆ醸造業に代表される発酵業が発達し農業も盛んなこと

から、しょうゆの製造過程のうち、もろみを絞る際に生じる副産物のしょ

うゆ粕と食物残渣を合わせた堆肥を使って、有機野菜や枝豆を初めとした

農作物を生産しながら、加工品や漬物などの商品開発に繋げることも可能

である。特に野田市には、食品メーカーのトップであるキッコーマンがあ

り、農産物に関する豊富なノウハウを有し研究所もあることから、同社を

中心として新たなプロジェクトを検討して頂くことも必要であり、官民一

体となってオール野田で取り組みを進めていく事が重要と考える。

　そして、開発した商品の情報発信というツールとして、小松市も含めた

全国16の市町村が認証を受けている環境王国を利用できると考える。認

定条性はユ都道庖尉こ2ざ2．市吐枷2み□認定とな2二⊆い顯ぶ．一壬葉県内

で認定を受けている市町村はないことから、認定を受けることによって開

発した商品を千葉県初認定、千葉県唯一認定とキャッチコピーとして使う

ことがでる。さらに、認定された全国の市町村と連携することで、全国に

向けて消費者が求める安全、安心、本物をPRでき、さらに生産、流通、

消費も活性化できるなど、農産物の販売経路の開拓や交流人口の拡大にも

期待できることから、環境王国の認定を受けるには厳しい条件はあるが、

市として検討する価値があると考える。

　また、こまつアグリウェイプロジェクトは、農家の高齢化や後継者問題

についてICT化を目指すことで解決しようとする改革でもあった。経験

や勘に頼っていた農業が、ICT化してハウス内の情報を可視化すること

で、農作物が育つのに最適な環境を維持することができ、それにより農産

物の生産量がふえ稼げる農業の仕組みの提供とともに、農業のマニュアル

化をする三と．もでさ若煮璽就農ま遡待できる一と煮える仁野坦市に叢い工あ

農家の高齢化や後継者不足が深刻であることから、ICTの研究を進める

べきであり、その技術をフル活用したスマート農業を推進しているキッコ

ーマンを初め、市内にある東京理科大学などと連携して、研究調査を進め

る方法も検討してみる価値があると考える。



　（2）岐阜県関市　　消防団再編計画について

◇閨市．□概要と視察地選択□理由一＿一＿＿＿＿．．＿一＿＿＿＿＿．，一＿＿＿．一＿．＿．＿．＿．

　　①市制施行　　昭和25年10月15日

　　②人　　口　　45，059人（35，587世帯）

　　③面　　積　　472．33価

　　④視察地選択の理由（市政との関連性）

一．＿関市口≡乎成一一ユ8．．．fi≡4∠旦1⊆－6－一ご2の方面．隊か」らなる一関辻i消防団一を発足．さ意．左，＿

．レかLふ社会情勢□変化から被雇用煮□劃合がふえ）．一少壬化主重な．り．消防

団旦璽確保が生主厳レぐな2工さ工上ゴζ巳．一今後口人旦減少にも対応できる

消．防団口体制づ一く一一り．を進めゑ必要企らΣ一．消防住制口再編∴．充実．と撹防団員

の活勲止やす］乙）環境．つく．旦を進．めゑた堕ふ沮防団再編記画．を策定．し左豆一＿＿

＿野坦屯の撹防団にお虹工主伺建の閲題を抱え工お．り．。一一消防．団員□充足率

．は生主低二E」＝てぶるP－＿その三．と口三」主．．疏合．再編一二広域化延よ．ゑ消防団員□

負担一軽減の検討及び、一一消防団員が活動環境．の整備笠一を進めゑ．ために参煮．と

したく視察先として選択した。

◇＿視一察壁口状況＿一一一．一一一一一一一一＿＿＿一＿＿＿＿＿＿．＿＿＿一＿一一．一一一一＿一一．一＿一＿＿．＿＿＿＿

＿＿①．視察瞳閲＿＿＿．缶前皇腫4、．o一分＿二＿生．前ユユ時．工、旦分＿．一一．一一一＿＿＿

＿＿②視察会場．＿．＿．＿＿閨日r役頭一3一階委員会室＿．＿．．＿．＿．＿．＿．＿一一一一．＿一一一．＿＿＿

　　③応対者職氏名　　市長公室　危機管理課　課長　波多野一人　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書記　臼田　好希　氏

　　　　　　　　　　　議会事務局　課長補佐　　　　伊藤　敦子　氏

◇　調査事項の概要

＿一国員の減少などによ．る地域防災力．の低工を防ぐため．一一消防団□疏廃．合を

倉tt．k．再編査検討する1⊆あk．．り懸念とな．り一得る一以王①二④一〇2妻項．に2yこ工

調査．v．k．，．＿一一＿＿．＿．＿＿＿＿一一＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿一．．一一＿＿．一＿＿一一
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上之擦力面媒本93 第う分臼

第2！分団
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①消防団の再編目的、再編期間や再編方法など制度的な事項について

　組織の統合再編・広域化による団員数の確保と負担軽減、初動体制の強

化、一．里画や誼所などの消．防施設や設値□集約．によゑ適正な配置笠を貝．的と

している。

　各地域の体制や内容が統一されていなかったことから、急激な組織の変

更、組織の縮小とならないようにするため、まずは方面隊を廃止し、分団

制二移行する一とぶ2たよ．烈ζ、．．虹≦20迎段階を経二ζ再編を進堕工込る．g＿

　【再編前】　　　　　　　　　　　【再編後】

　　　　　　　　　　　　　　　　団本部　　　　　　　　　本部頒・￥th＊　［9i］一［ii］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一歴垂］　，三一一，r；ff9：二三三1＝

　　　　　　　　　　　　　　　　団長　［垂亟止一

　　　　　　　　　　　　　　　　副団長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホながゑ
　　　　　　　　　　　　　　　一竺恒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁・SELF

一 安桜分田 一一

旭ヶ丘分団

淑尻分団

倉強分団

璽周分団

千疋分団

田原分団

市知分団
富野分団

小金田分鐙 部 斑

広見分団

浜戸第1分団

潟戸第2分溺

板取分団

武芸川第1分団

武蓑目窯2分団

到是策1分団

武儀篤2分団

武陸第3分団

上之匿分団

②再編時における各組織間や各団員間の調整に関する事項について

　合併以前のそれぞれの地域での考えや活動が残っており、各組織で内容

が統一されていなかったため、再編計画策定にあたり、市民や消防団員へ

□zンクニ上垣よび地域別に』三ヱリ．ングを五yこΣ一一状況の担握と意見璽集約

を行っている。

③再編に伴う団員や車両の減少に伴う防火能力の維持について

　消防団員の総定員数は、当時、管理する動力ポンプの種類ごとに要する

人数と災害時に避難誘導に必要な人数の合計などの指標に基づき1，250名

としているが、各分団によって充足状況がバラバラであり、機能別消防団

員の制度を活用して、全体として充足率93．3％（令和元年9月末現在）と

高い水準を維持している。
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　地域人口、団員数から団員率を算定し、地域ごとに災害時の出動体制も

考慮し適正な車両数を配置している。既存2つの車庫のうち1箇所を廃止

して1箇所に集約したり、2箇所を廃止し中間地点に新設したりするなど、

防火能力を維持しつつ車両を削減している。

④団員報酬、詰所・車両などの消防設備の維持管理における経費につい

て

　団員報酬は、出動手当の単価の増額や退団報奨金支給規定の緩和などを

行っているにもかかわらず、団員定数65人減により、退団報酬基金の掛

金及び報酬の減少などで約700万円の縮減されている。

　詰所等の整備経費は、車庫や詰所の統合・新設等により一時的に増加し

たが、毎年度の経費である水道光熱費や保険料などの維持費や、車両経費

の燃料費・修繕費・自賠責保険料などが減少している。

◇　所　見（市政の課題等に対する実現可能性等）

　関市は、1市2町3村の合併により市域がアルファベットのVの字のよ

うな形をしており、6つの消防団による連合消防団として運営が開始され、

平成18年4Hに組織を統合・再編し、6つの方面隊からなる関市消防団

が発足されており、再編前の関市の体制は、南北に長い市域を持つ野田市

が関宿・北・中央・南の4つの方面隊に分かれている状態とよく似ている

といえる。

　団員減少等に対応していきながら地域防災力を維持するために、関市は

再編により方面隊制を廃止し分団制へと移行したが、各分団内でさらに部

・ 班に細分化された活動単位で車庫や車両を管理しているところを鑑みる

と、野田市で同様の再編を行う場合には、方面隊制をさらに細分化し、各

地域の団員率等を考慮しつつ地域の実情にあった車両数を適切に配備し、

それに即した統廃合を行う形が再編の混乱を最小限に抑えられるように思

う。

　消防団員の減少は関市においても同じであり、自治会との連携がうまく

いっている地域は団員の確保ができているが、地域格差が激しく、団員の

確保ができない地域では車両余りの状態が想定される。しかしながら、車

両余り状態を解消することを目的に統廃合を含めた再編を行うとなると、

1つの分団が受け持つ活動範囲が広がるため、各分団の責任や役割が大き



くなり、結果として、各分団長や団員の負担が増加し、ますます団員不足

を招く懸念も生じるため、地域の区割りの検討が非常に難しくなるだろう

と思われる。

　そのため、やはり「消防団加入への理解を深められるか、どうすれば団

員をふやせるか。」が重要なのであることをあらためて痛感した。

　関市消防団組織で特に気になった点としては、消防団市役所隊、ドロー

ン部隊および女性分団がある。

　関市では市役所庁舎に勤務する消防団員による、関市消防団市役所隊を

編成していた。団員の市外勤務や被雇用者が多くなっている現状を考慮す

ると、勤務地が異なる各地域の分団よりも招集が容易でかつ迅速に行え、

昼間の消防力強化および初期消火力の強化が期待されるため、野田市にお

いても導入を検討すべきであると考える。今後、再編などによって余剰と

なった車両を活用しながら市役所隊を編制することで特に費用をかけずに、

防火能力の向上が図れるように感じた。

　ドローン隊についても、操縦者の育成等の課題はあるが、導入費用は本

体価格20万円程度、予備バッテリーなどの付属品も含めて30万円程度で、

保険料や修理費用などの年間維持費も数万円程度であったため、水難事故

現場での捜索活動や延焼状況や災害状況の把握などに備えて、また団員の

負担軽減のためにも、ドローンの活用・ドローン隊の導入は検討の余地が

あるのではないかと思った。

　関市の女性分団の活動は、火災予防・啓発のPR活動、消防関係の訓練

やイベントのサポートや大規模災害時の後方支援等など、野田市の女性消

防団員の役割とほぼ異なる活動はないが、地元の農業協同組合、信用金庫

や大企業、市役所職員などから集まって編成されている点が特徴的である。

特に、企業等から加入している女性消防団員が、消防の知識を所属する企

業に持ち帰ることで、災害に備えた対策を指導し、防災意識を高める効果

を生んでいるとのことであり、野田市においても本部所属の女性消防団員

という状態ではなく、分団として独立させ立場と役割を明確にして、市内

の企業等からの積極的な参加を促すことも、防災意識向上に役立っように

思う。

　そのほか機能別消防団員として、消防団OB等からなる無報酬で災害時



のみ出動する災害支援団員や、市内の大学に通う大学生からなる学生隊な

どを組織することで、消防団員数の減少に対応しつつ、日中の消火能力の

向上や要因動員力を維持しており、野田市においても消防団OBは大勢お

り、市内に東京理科大学もあることから災害支援団員や学生隊の活用を検

討すべきと考える。

　いずれにしても、消防団の再編成は、地域ごとの団員の充足状況、道路

事情や活動範囲など、地域の防災力を維持しながら検討を進める必要があ

．り。＿関市□よう．に込く2かの段階を踏んで。一一慎重に進泣なけ処ばならなぶ

とあらためて感じた。

　現在の野田市の分団制の区割りは、管轄面積・地域内世帯数・充足率な

ど、あまりにも地域間で格差がありすぎているため、今上地区などは既に

1つの分団としての成立が厳しい状況におかれている分団については、早

急に統合または機能別消防団員の導入等でカバーすることが望ましいので

はないかと感じた。各分団の定員数も一律15人と定めるのではなく、地

域の実情にあった車両数とそれに対応した人数を定めるなど、もっと危機

感をもって統廃合を含めた再編成を真剣に検討すべきであると考える。

　野田市においては全現役団員を対象としたアンケートは行わないとのこ

とであったが、やはり各分団・各団員の実態や現状の正確かつ詳細な把握

が必要であり、ぜひとも再考していただき、現状を詳細に把握した上で、

野田市に適した消防団組織の再編成を検討していただきたいと感じた。

ttttttgel．b°
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（3）静岡県藤枝市　環境日本一に向けた取り組みについて

◇藤枝市の概要と視察地選択の理由

　　①市制施行　　昭和29年3月31目

　　②人　　口　　144，900人（59，651世帯）

　



　　③面　　積　　194，03k㎡

　　④視察地選択の理由（市政との関連性）

＿．藤桂屯嵐一一低炭素胚表行委員会が主催すゑ低炭壼胚．．2Qユヱ．烹優良賞を叉

賞し、ごみ減量についても1日のごみ排出量674，6グラム／人（平成28年

度）と人口10万人以上50万人未満の市で全国第5位になりごみ減量に成

功しているなど、　「もったいない」をキーワードに、市民ひとりひとりが

環境の大切さに気付き、学び、行動する、日本一の環境行動都市を目指し

ている。

　野田市も、低炭素社会の実現に向けて照明のLED化、夏季の冷房温度

28度や冬季の自家用通勤の自粛を行っているのを初め、新清掃工場の建設

計画や最終処分場を市外の民間事業者に依存していることから、ごみ減量

にも取り組んでいる。特にごみ排出量については、削減目標を設定してお

り平成22年度比で令和3年度までに20％、そして令和9年度までに30％

の削減目標を掲げている。そのことから、低炭素社会への取り組み及びご

み排出量削減への取り組みを調査したく視察先として選択した。

◇　視察時の状況

　　①視察時間　　午前9時30分～午前11時20分

　　②視察会場　　　藤枝市議会第1委員会室

③応対者職氏名　環境水道部

　　　　　　　　　　生活環境課　主幹兼廃棄物対策係長　大須賀靖之氏

　　　　　　　　　　環境政策課　主幹兼環境政策係長　　花澤　澄子氏

◇　調査事項の概要

　環境目本一の取り組みについて、初めにごみ減量の取り組みについての

説明を受ける。

　藤枝市は、隣の焼津市と志太広域事務組合のもとでごみ処理を行ってお

り、平成30年度におけるごみの収集量は28，648トンである。ごみの分別

は、燃やすごみ（週2回）、容器包装プラスチック（週1回）、木くず・

勇定枝（週1回）、紙類（新聞、ダンボール、雑誌・紙パックの4分類、

2週間に1回）、資源・不燃ごみ（月1回）となっている。一部の地域で

は生ごみ分別収集も行っており、排出方法は、市から配布された専用袋

（黄色）に生ごみを入れ、集積所に燃やすごみと同じ収集日に出す。その
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後。一一一収集を委託．し工巳る一業者が回収、し工民閲業者の施設．に搬入し推胆化さ

れた後，，．農家笠」⊆販売を一しこζ公蛋一＿．＿．＿＿．＿＿．＿＿＿＿．＿＿一＿．＿．＿．＿＿一一一＿．．

＿生ごみ分別回収資源化妻業』ま、＿乎成23－一生4刀．に、。藤岡地区の一24Z．．世螢

左ら．始ま．り一ふ平成24．1年度には旦地．区約一2，，§o旦．世螢を㌔一一平成．25．生度に｝よ4

地区約．2．．3．QQ，世帯を〉一一乎成．．26．．年度足はユー地区．旦』ミOQ．．世苗を追QP．tt＿k．，．．．そ

の後は），．．臭気対策を講旦乎成旦L生4≡2ヨーにはヱ地．区約．．3過Q旦，世貫を追加．しλ．．

現在一は約．ユ旦ρ0！q．世貰ま．穗｝こ拡太レた乱二ζ一Lて，＿生ごみ推鎚化すゑ過一程で

発一生した消化ガろをi．．1下．水処理施」設力）－」6一発生した消化ガ逐．とあ」2意て発電

業煮に売却一し工虹登9＿一一＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿．一＿＿一一一一＿＿一一一一一＿＿＿＿一一＿＿＿

＿一乎成○旦一生度璽匡1収量．に2ぶ工』主＿機越の上乏ブzし．など主あ．り腔生度よ

．り．．三旦一上と減少．レた．も．ののふ約．Z5旦一上とζ璽生ごみ回収と資源化すゑことが

で主．2ζ，＿そ□結果“＿生ごみの．分別回収以前の一乎成．22．．年度に』ま．2生go7．．上ン

あ2一た燃やす．ご塗がΣ一乎成旦o．生度．には．裂旦75．上とになり，ふ分別回収以前

．と比較．し工．．旦．鐙2－一上ンλ．ユ2，旦％減量され．た巳一一＿”〈人旦比は平成＿2a．生一度

ユ坐λ．929．人＝≧平成30．生度．ユ4皇旦4！．人）一＿一一一一一．．＿＿＿．一＿＿＿．．．＿＿＿＿一一一一．＿＿＿＿一一．

＿．会．後口ごみ減．量口施策．は〉，．．家庭一ご憂口有料化を塞施す．ゑ前に市民。＿裏業

煮“＿行政が二生．でさ．らな一登減量化に取り．組み“一．循環型社会．に回け．工市民：f＞

の意一識啓発を行yこ効果口あゑ具｛杢的な方法一を実施L工虹ぷ＿＿．．．＿＿＿＿一一

．．一一7k”に主22ζ凡こない運動と王III－z之ミと亘．と2ユーにコy三ζの説明を受け．る．Q＿．

＿藤枝重の環境像＿巳一も2．プζmな亙）1塗裏践すゑ環一境行動都一屯∴，ξごユニえだ⊥．

を．裏現すべ．≦，〉一一環境基杢量画後期訂画．⊥も，？一一たない推進プ乏ン）、．の一方針□

P＞一と2と．し工地球温暖化対策の推進Qミ掲げ一られ．工yこ乱＿一一．一＿＿＿＿一一一一一．．＿＿＿

＿，乎成．1旦．年度足市職1員と有識者』⊆よ2工閉始し、司一一乎成．．21一矢度』⊆も2た巳

な虹都重宣言．を行2左g＿一工主2左虹なy－〉ユ＿と上こ互言葉を．宣言に使2．た□はぶ＿

平成ユ6．一生．に．∠．二三シし平租賞受賞煮であ亙ケ三z口環境副太臣］z之ガ∪一一r．、

ヱニタ工氏．カミもの一を太塑垂⊆する意．味で＿［巫9並旦垣亘」一一一とよ．〈．使2工旦たと

ころから由来している。

．一＿宣言後に．も2たいな込運動推進委員．会を立．ち上ば、．．家．庭で□定着一を図ゑ

．1．L．ぬ□施策．と．し工ふ各家．庭に主2．たkこなΩ三三．三Zヱミ．！L二宣言を．1＝て主ら

．〉活動．を行ぶ）’一一延cs．．旦．ΩΩΩ．．世鼓．．（約一盤，．P．ΩΩ一2㌧）．．が宣言を征2左又一一一迭口ほ

左、＿静岡県内．¢泊治体．で多一く一一実施L工いゑ健康ヱイーピニジ丞互ン．上捌度を



参．考一にΣ、．ふ一じえ．だ環境ヱイーレニジ奎業主闘始』乙嵐＿，一一一＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．．一一一そして裏業煮に対一L二ζ．は〉”．主2左ぶない運動一推進委員会一□活動資金と．し

二ζ．自．販機の売り．上ばの二部璽提供、一．垣年旦月足閉催する環境z三膓～一乞三□

協力．〉一．環境ヱイーk＝ジ裏業の丞イー之上一口特典．交換の提供一など口依頼一のほかさ．

ヱイム之Z運動一を推進す登ため1⊆、．．．市内．一坦．の一ろ二ムニーと一とジ袋査魁化□

協定を績結JL．Zq．，＿妻業煮〈〉□三ξ援策とユ∠ζは“＿壬三z久シ旦1と2ユ．□取得

足．向一けた認証取得v．．ミゴニニの閉催）’＿取得後の定着を図る一ためにzま［一旦二z

一之之主ミ．才二，〉一．一さ．］ら足認証費と更勃一費用の捕助も行2工おり．入一一現在L＞．一一重内

．の．43．裏業所が取得し工y＼ゑ9．．一．一＿＿．．＿．＿．＿．＿一一＿＿一＿＿＿＿一一一一一．＿．＿＿＿＿一＿＿

◇＿颪一一一見一．頂政の課題笠1⊆対すゑ裏現亘熊性笠）一＿．＿＿＿＿＿＿一＿＿．＿＿＿

一＿藤技童の。ご塗減量□取！2．組みは“＿乎成一一2ユー司生度に造2一プζいな！乙）都屯宣言

査行2たと三．ゑ力三」三始ま．旦Σ一一その虫．3こ生ごみ一璽分別回収裏業は乎成．．23．，生

度左ら閉始1∠工いる巳一生一ご力□分別回収裏業』⊆2いてぶ＿小規槙1こと．どま2

二ζ虹ζΣ屯町村があ登史でふ藤．枝屯では全世帯一□約．25％の，．ユ5∴鰻Z－一世帯工実

施tt，てy立ζ巳＿太規槙足実一施する三．と2び工主1ζ理由と．L∠て“．．収集場班をたか

．旦やすy二よ．？．に燃やす．ご憂と同一じ曜旦∴収集》易所｝三L〈工］己ゑ仁生．ごみを入

れ．る．専用袋娃，〉＿週2回の．収集旦足毎回出せる．よう、1三し、＿夏擾対策．と食麦2せ

1て一各家庭』こ年閲一ユ20＿枚醒有し工亙こる品．，説朋会に来．られな虹屯民』こ向．け工

DyJユを作成すゑな．ど∠ヒニzとの周知．に努凌1て］己益巳ロミ．ら一に〉，．．回収Lた生ご

み．を市内の民置妻業者の一施設に搬入』乙工ぶゑことで、．．裏．業費も生置一4，．2Ω9

万』ヨ、．（乎成3旦年．度予算L．と埋1較一的安価延処理でさる三．とが挙ばちれ一6．q．、一．．．

＿野里重璽二般廃棄物処一理基杢計画＿（ごみ編）＿璽史で）’．．野田市□．ごみの組

成一②牲徴にっ虹て□説朋があ，り一）’＿組成の特徴一と一しエ厨茶類が多y三こ．と．か．ら

オ～一分の割合が約＿54％一と一〉＿壬葉県内．璽乎均値．．盟，旦％を太幅に上回．2．一工いる

結一果であ21ζ、＿そ口丞分量を減らす一ことがで．き一れば、．野田重のごみ一の排出

量一も．削減できλ＿ざらに？t－，乎成．2旦一年度些で金租旦生度まで1⊆－29．％“一一一そ∫∠工

全丞］．．9，年度ま工E－39％削減に向け左取”rp”組み□旦㌧と2になゑ．と考え登乱。野

旦屯におぶ工．も．〉．．一収集場．所Σ一生ごろと皇里袋の亘己有Σ一一重民三口周知方法など

取り組める内容一である、と艮乏P－一．現在。＿船形1⊆あ亘勇定桂笠□搬入先であゑ

堆肥主ンタニ旦Σ一．搬入．量の増太や臭．気笠口閲題があ．り．ふ受．け入れ旦できな

込と恩麦2れる9＿！三かL義．．．生ごみの推肥化はこ。み減量口効果が高y〕－9．とからヘー．

‖



まずは市狸自一で取り組め一登かど一う左を検討L二、＿｛欠に立内．の民聞裏業煮か．ら

の妻．業提案な．どにて2y工玉検一討し工みて娃一と．煮えゑ9．一一．＿H＿．．＿一＿．＿＿＿＿＿＿一．

＿二酸化炭素¢≧排出麹董り二□放．旦組ろ～に2y一こ工はふ各家一庭で主環境意識を

1高一めゑため1⊆、＿ヨ三三一z．z．ミー旦二宣．言や環境ヱご《．ピニジ裏業などの取．り一組み

を五2工ぶゑがΣ．．丞イーと上カミ迦算一さ．れ二ゑ実践項旦□評伍が旦己評価とな2

工yこ益ため∧＿丞イ1と」この．牲典交換をした蛤がた、泣に且亘萱平価カミ甘．ぐな2工

．レま．う互能性があり，）一一一それ足伴虹裏業費も壇加し工一しま．う．懸念があゑ、．、一＿．

＿」f．P）．V．〉．．．環境間題を家族で話す．き．2か嵐こなゑ啓発事一業である．こ．と．か．ら）’．一

野旦重でjb導一入を考える一ざき工．ある．Q＿その場．合は）一一．市独自一のzプ旦笠を閉

発」∠てろ二三㌻二で□］〈一主袋の辞退や“〉＿電気の一検針票を租用』乙た電．気量□削

減率などx一客観的妻実1⊆対．y．て丞イーン上を付．与する制度．に．L．．Zg方がよy〕と

思う。

＿．裏一業煮にお」己は〉，．．環境省カミ策定した旦杢独．自．□環撞ヱ主．ジ互之上．之三～乏

ムー一（EM．s－）．＿であゑ三．コーz久ミン．旦．と2ユロ認証取得1こ回吐工Σ一市独旦口支

援と．認証費の捕助玉行2．：⊆y立ζ9＿近生〉，．”環境．二璽取．り一組，む姿勢が会．社三ロ

イメ．ニジを左右すゑ三一とか1主．．野旦屯にお込て．主商工会議所と連一接し工認

証取得に回．け一た主ミ才二一璽閉催な．ど〉＿まず．は一すぐに行え．る．裏業口こら．始ぬふ．

環境意識∫包上¢〕啓発とぶ一刀旦入口2三．り．之上を広く．知らせ．る遭漂があ．る．と盛じ

る。

＿．ま．k．，．．藤桂一屯は認証一取得を支援す．ζΣにあ2一て〉“．一童旦ら一主認証□取得に向

旦．て1計画を策．定一v．，．．．平一成．旦．．年度』⊆屯内妻業一煮と．．し工初．の三三z之．之旦1ン

2ユーの認証互取得L工Mゑ立一一野．田．市．で主環一境，対策．と．し1てべ＿冷暖房の．温度調

鯨一一一照囲□．L一亘．D化）’一．．良家用里及び公用里の刮用旦粛k⊆よ．り、二酸化炭素及

び，窒素酸化物．の削減を．目」損L工込る一こと益ら”〉＿環境三この．取．り組み．を．市民や

垂業煮に対．レてzピ＝∠｝こす亘jiζ盈』こも壬三z．z一シ旦ン2ユー口放得」邨尤工取

．犯組む△きと考．えゑ9＿一一一．一＿．＿＿＿一．＿＿一一＿＿＿．＿＿一一＿＿＿．＿．＿．一一＿＿一＿．．＿

診ぺ※

’ee。 滅1



（別紙1）野田市議会議長　竹内　美穂　様1　出張者　（1）委　員令和元年11．月25日環境経済委員会委員長　吉岡　美雪�S行政視察報告書（2）随行職員吉岡　美雪　木名瀬宣人　木村　欽一　栗原　基起小椋　直樹　椿　　博文　深津　憲一自然経済推進部農政課長補佐　山中　　巌環境部清掃計画課長補佐金子　正道議会事務局主任主事岩田　耕平2　視察先及び調査事項　　　○石川県小松市　こまつ・アグリウェイプロジェクトについて　　　○岐阜県関市　　消防団再編計画について　　　○静岡県藤枝市　環境日本一に向けた取り組みについて3　視察期間　　令和元年10月30日（水）　〜令和元年11E1日（金）4　視察報告　（1）石川県小松市　こまつ・アグリウェイプロジェクトについて　◇小松市の概要と視察地選択の理由　　　�@市制施行　　昭和15年12月1日　　　�A人　　口　　108，439人（43，889世帯）　　　�B面　　積　　371．05　kfi　　　�C視察地選択の理由（市政との関連性）si2縛　小松市のこまつアグリウェイプロジェクトは、市、地元企業と農協の3者が協力して地元企業がもっているものづくりのノウハウを取り入れ、農業の6次産業化を目指している。同プロジェクトでは、小松独自の加工品Lの」］§癸L．一工一C工化によゑ．裁培ロデニZ管理及び生産ヱ三三Zルの作．成によ＿る＿ge＿tづE．業≦o効彗≡二｛−L−一など≦P＿取一り＿組一塗を行2工v）＿ゑ9−一一一一＿一一一一一＿＿＿＿一一．．、．＿＿．＿．．一一一＿＿＿，．．＿．一＿一一＿一一＿一一．＿．野田市は。、．江亘時代より．．レよ．う．ゆ醸造業に代表．ざれる発酵業が発達」／，），一一童内．には多く．璽食品工．場笠が．あ．ζΣ9＿ま1ζ⇔農業蕉2］△工は市．を挙ば工黒一酢米や．技豆を初一めと．Lで左農荘物の一ブ乏三《．ビ化に力を入れ工y〕ゑρ＿そ□三．と．か一ら一，＿こ口両煮一の協2坦こよゑ農業．9旦．次産業ゴヒロ可能ご1生を探る一たD選択．レた軌．．◇、．．．視察瞳の状．況．．＿＿．．．、．＿．＿．．．＿＿＿．＿一．一＿＿．一、戸、．一＿＿．．．一．．＿一＿＿．．＿一＿．．、一．．．．一．一一．一一一＿＿�@視察時閲＿＿＿一缶後ユ時Ω．P．分＿一ニー一＿壬後a時．a．｛Σ一分＿＿＿一一一＿，＿＿＿＿．＿一�A視察会場＿＿一＿．4渥市議会委員会室＿（4．階L＿＿＿＿．＿＿一＿．＿＿，．一＿．一一、．＿．．一◎応対煮職氏名一＿産業未来部農抵丞産課．一．一参裏＿（疏括）＿吉杢．＿宜圭．旦三一＿＿．＿．．＿＿＿＿＿．＿＿一一議会裏務．局主査＿．高里乏．＿有香氏＿＿一一一一．＿．＿＿＿＿．＿．＿．◇＿一調査裏項□概要．一．．一一．一＿一．一一．＿一．．一市一、．．一．．．．．．．．．．一一．一一一＿．＿．．＿．．．、＿＿一一一一一一一．．．．．．奔．．＿＿、．．．．．．、．．一一小松工庖主一一平成23．生ユP−．旦に旦£旦法ム環境∠｝ゴ〜之芝ンスが選ぶ環境王風⊆〉，．．全国で旦．ユ！．．番一昆一一一北陸三県．¢泊治倭一と上エは初．と一なる認定を受け1ζ一q＿環境王国一と．はΣ．一地域住民が築き．上ばた優れた且然環境と農業の三ミ乏ン逐が一保たれふ安心できゑ農産物の生産に適．レ左環撞の地域□三．とで．あゑ巳．．認定にあた一り査識煮で櫨成されゑ環境．王国認一定審査会足一おyこ工審査し〉，、．認定．さ一れ二ゑ∫三．と一1こ市町］寸の．農産物やそ一□加二4晶』こ□み認め．られる安心一．二信頼□．ブ乏ン．Eの証であゑ環撞王一国ill．ゴヱ三Z鳶使用する三．とができる巳一一＿．一一、、一一＿環境王国口認定を愛ける．に恩》＿3．5．．項．旦によゑ審査を受けユoo．息一虫．5旦．左1以上が必要とな旦“一一∠ト松市は義＿葦カミ生え．る湖．沼面積が一一ユgq．z二∠ピ以上一，．〈オ≡場測．．ある。＿さ《ヱ芝i−一イ．ワ土が生▲すゑ迎川．．、（太杉谷川一、：．．太旦⊥！」な．どL．カミあ．る．，．，一地域内ま⊆冬丞の評」亜を得て］己亙湧丞＿（桜一生丞）一“弘法の丞λ．，観音丞ほ左）＿があるな一どふ25一個．Q重要項，貝穗適点評価を受｝去一一一7s．．点の高得点を獲得1レた9＿＿一一＿＿．．＿一＿一＿＿＿．＿＿＿＿一一一一一一．一一＿＿＿＿＿＿．＿一一一一一＿＿＿．＿一一一一＿＿＿一＿一一一一一一．＿平．成．2旦匁こ環境王．国．に認定され一て以隆），＿工A小松市．と．協カーし工“＿太麦や．上ヱ上な．ど¢〕地元産堤1．を活用．L．k迦工晶の盟発や販売促進な．ど、＿旦次産業化に力を入れ．た巳．一乎成．，2昆生足は三ヱ2＿（株式会社小松製佳刀f）．．“＿工△小松．屯），．．小松重．□．3．煮が旦迭産業化の推進や農業振興な．どを旦θ夕に連一携協定を．績結Lλ．．三ヱ之から拠出一さ一れた一旦．ΩΩQ．，万C］の基金を活用一レて．盈乞二上一さ玉£たのカミλ．∴三ま．2∴．ZグV”一之壬．イ、プ］□．ジ主Z＿トであゑ9＿＿＿＿＿．．一＿＿＿＿＿］　6次産業化のために、この基金から約3，000万円を活用して、ピューレ状に加工することができる機器を導入し、石川県立大学の協力のもと、規格外品として廃棄されていた、小松特産大麦、トマト、ニンジンなどの農産物を活用した商品開発を行った。　小松市は、昭和30年代から続く北陸三県一の生産量を誇るトマトの産地であり、現在は約50軒のトマト農家が年間約1，500トンを出荷している。その「小松とまと」を使用した、カレーやドレッシングなど、オリジナル商品の開発をはじめ、美味しい食べ方のレシピ提案のイベントを開催するなど市内外に情報発信をしている。また、石川県出身の世界的に有名なスーパーパティシエ辻口博啓氏とコラボした企画を行い、生産量が全国トップクラスの小松産六条大麦を使った「大麦バウム」の開発に成功した。．1．．Q．よ．う．足地元農産物を使用し1ζ鹿品に環境王国や生産地などの位加価値を与えながら、市内の商店と協力してさまざまな商品開発を展開してブランド化を進めている。開発された高価格帯の商品の数々は、オンラインショップや市内の道の駅、小松空港内の空の駅こまつなどで販売され好調な売れ行きとなっている。　さらに、このプロジェクトでは若手農家6人が15ハウスにおいて、トマトの収量・品質の向上を目指すために農業のICT化を進めている。高度なものづくりのノウハウを持つコマツの提案を受け、ハウスの環境を可視化するNECの農業ICTクラウドサービスを導入し、温度や湿度、日照量、炭酸ガス量などの環境データを収集・蓄積している。それらを分析してノウハウを抽出することで、従来の経験や勘をベースとする農業の課題を克服しようと、各地域の気候や特性ごとに最適な農法の確立に大きな期待が寄せられている。◇　所　見（市政の課題等に対する実現可能性等）　野田市は、絶滅危惧種であるコウノトリをシンボルとした自然再生のまちづ≦旦の二2と上工環境保全型農業を進ぬている。一，孟�A環境□史で育工ブランド化を目指している黒酢米は、ちばエコ農産物として認証されている。特産品である枝豆を初め、さまざまな農産物のブランド化とあわせてシティプロモーションも行っている。農産物直売所ゆめあぐりの販売も好調だが、6次産業化へのシフトや販売網の確立が必要であり、農業の活性化と食たせ左z旦王ニシ旦ンやブ乏．ンデごG∠グにおy⊃工もいまだまだ課題や問題点がある。　野田市はしょうゆ醸造業に代表される発酵業が発達し農業も盛んなことから、しょうゆの製造過程のうち、もろみを絞る際に生じる副産物のしょうゆ粕と食物残渣を合わせた堆肥を使って、有機野菜や枝豆を初めとした農作物を生産しながら、加工品や漬物などの商品開発に繋げることも可能である。特に野田市には、食品メーカーのトップであるキッコーマンがあり、農産物に関する豊富なノウハウを有し研究所もあることから、同社を中心として新たなプロジェクトを検討して頂くことも必要であり、官民一体となってオール野田で取り組みを進めていく事が重要と考える。　そして、開発した商品の情報発信というツールとして、小松市も含めた全国16の市町村が認証を受けている環境王国を利用できると考える。認定条性はユ都道庖尉こ2ざ2．市吐枷2み□認定とな2二⊆い顯ぶ．一壬葉県内で認定を受けている市町村はないことから、認定を受けることによって開発した商品を千葉県初認定、千葉県唯一認定とキャッチコピーとして使うことがでる。さらに、認定された全国の市町村と連携することで、全国に向けて消費者が求める安全、安心、本物をPRでき、さらに生産、流通、消費も活性化できるなど、農産物の販売経路の開拓や交流人口の拡大にも期待できることから、環境王国の認定を受けるには厳しい条件はあるが、市として検討する価値があると考える。　また、こまつアグリウェイプロジェクトは、農家の高齢化や後継者問題についてICT化を目指すことで解決しようとする改革でもあった。経験や勘に頼っていた農業が、ICT化してハウス内の情報を可視化することで、農作物が育つのに最適な環境を維持することができ、それにより農産物の生産量がふえ稼げる農業の仕組みの提供とともに、農業のマニュアル化をする三と．もでさ若煮璽就農ま遡待できる一と煮える仁野坦市に叢い工あ農家の高齢化や後継者不足が深刻であることから、ICTの研究を進めるべきであり、その技術をフル活用したスマート農業を推進しているキッコーマンを初め、市内にある東京理科大学などと連携して、研究調査を進める方法も検討してみる価値があると考える。　（2）岐阜県関市　　消防団再編計画について◇閨市．□概要と視察地選択□理由一＿一＿＿＿＿．．＿一＿＿＿＿＿．，一＿＿＿．一＿．＿．＿．＿．　　�@市制施行　　昭和25年10月15日　　�A人　　口　　45，059人（35，587世帯）　　�B面　　積　　472．33価　　�C視察地選択の理由（市政との関連性）一．＿関市口≡乎成一一ユ8．．．fi≡4∠旦1⊆−6−一ご2の方面．隊か」らなる一関辻i消防団一を発足．さ意．左，＿．レかLふ社会情勢□変化から被雇用煮□劃合がふえ）．一少壬化主重な．り．消防団旦璽確保が生主厳レぐな2工さ工上ゴζ巳．一今後口人旦減少にも対応できる消．防団口体制づ一く一一り．を進めゑ必要企らΣ一．消防住制口再編∴．充実．と撹防団員の活勲止やす］乙）環境．つく．旦を進．めゑた堕ふ沮防団再編記画．を策定．し左豆一＿＿＿野坦屯の撹防団にお虹工主伺建の閲題を抱え工お．り．。一一消防．団員□充足率．は生主低二E」＝てぶるP−＿その三．と口三」主．．疏合．再編一二広域化延よ．ゑ消防団員□負担一軽減の検討及び、一一消防団員が活動環境．の整備笠一を進めゑ．ために参煮．としたく視察先として選択した。◇＿視一察壁口状況＿一一一．一一一一一一一一＿＿＿一＿＿＿＿＿＿．＿＿＿一＿一一．一一一一＿一一．一＿一＿＿．＿＿＿＿＿＿�@．視察瞳閲＿＿＿．缶前皇腫4、．o一分＿二＿生．前ユユ時．工、旦分＿．一一．一一一＿＿＿＿＿�A視察会場．＿．＿．＿＿閨日r役頭一3一階委員会室＿．＿．．＿．＿．＿．＿．＿一一一一．＿一一一．＿＿＿　　�B応対者職氏名　　市長公室　危機管理課　課長　波多野一人　氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書記　臼田　好希　氏　　　　　　　　　　　議会事務局　課長補佐　　　　伊藤　敦子　氏◇　調査事項の概要＿一国員の減少などによ．る地域防災力．の低工を防ぐため．一一消防団□疏廃．合を倉tt．k．再編査検討する1⊆あk．．り懸念とな．り一得る一以王�@二�C一〇2妻項．に2yこ工調査．v．k．，．＿一一＿＿．＿．＿＿＿＿一一＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿一．．一一＿＿．一＿＿一一団本部…翻方面隊本部＼函本部分団安桜分〔9旭グ丘分団瀬尻分団広見分団鳶知分臼富岡分団’1途田分臼干疋分団田原分臼下有知分団欝野分団洞戸方面隊本郎第丁分団第2分団ラツバ隊板取方面隊本趨剰分団第2分囹丘禰方面隊本部第1分団第2分薗第3分繍ラッパ隊上之擦力面媒本93第う分臼第2！分団うッバ謀�@消防団の再編目的、再編期間や再編方法など制度的な事項について　組織の統合再編・広域化による団員数の確保と負担軽減、初動体制の強化、一．里画や誼所などの消．防施設や設値□集約．によゑ適正な配置笠を貝．的としている。　各地域の体制や内容が統一されていなかったことから、急激な組織の変更、組織の縮小とならないようにするため、まずは方面隊を廃止し、分団制二移行する一とぶ2たよ．烈ζ、．．虹≦20迎段階を経二ζ再編を進堕工込る．g＿　【再編前】　　　　　　　　　　　【再編後】　　　　　　　　　　　　　　　　団本部　　　　　　　　　本部頒・￥th＊　［9i］一［ii］　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一歴垂］　，三一一，r；ff9：二三三1＝　　　　　　　　　　　　　　　　団長　［垂亟止一　　　　　　　　　　　　　　　　副団長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホながゑ　　　　　　　　　　　　　　　一竺恒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁・SELF一安桜分田一一旭ヶ丘分団淑尻分団倉強分団璽周分団千疋分団田原分団市知分団富野分団小金田分鐙部斑広見分団浜戸第1分団潟戸第2分溺板取分団武芸川第1分団武蓑目窯2分団到是策1分団武儀篤2分団武陸第3分団上之匿分団�A再編時における各組織間や各団員間の調整に関する事項について　合併以前のそれぞれの地域での考えや活動が残っており、各組織で内容が統一されていなかったため、再編計画策定にあたり、市民や消防団員へ□zンクニ上垣よび地域別に』三ヱリ．ングを五yこΣ一一状況の担握と意見璽集約を行っている。�B再編に伴う団員や車両の減少に伴う防火能力の維持について　消防団員の総定員数は、当時、管理する動力ポンプの種類ごとに要する人数と災害時に避難誘導に必要な人数の合計などの指標に基づき1，250名としているが、各分団によって充足状況がバラバラであり、機能別消防団員の制度を活用して、全体として充足率93．3％（令和元年9月末現在）と高い水準を維持している。1　｜　地域人口、団員数から団員率を算定し、地域ごとに災害時の出動体制も考慮し適正な車両数を配置している。既存2つの車庫のうち1箇所を廃止して1箇所に集約したり、2箇所を廃止し中間地点に新設したりするなど、防火能力を維持しつつ車両を削減している。�C団員報酬、詰所・車両などの消防設備の維持管理における経費について　団員報酬は、出動手当の単価の増額や退団報奨金支給規定の緩和などを行っているにもかかわらず、団員定数65人減により、退団報酬基金の掛金及び報酬の減少などで約700万円の縮減されている。　詰所等の整備経費は、車庫や詰所の統合・新設等により一時的に増加したが、毎年度の経費である水道光熱費や保険料などの維持費や、車両経費の燃料費・修繕費・自賠責保険料などが減少している。◇　所　見（市政の課題等に対する実現可能性等）　関市は、1市2町3村の合併により市域がアルファベットのVの字のような形をしており、6つの消防団による連合消防団として運営が開始され、平成18年4Hに組織を統合・再編し、6つの方面隊からなる関市消防団が発足されており、再編前の関市の体制は、南北に長い市域を持つ野田市が関宿・北・中央・南の4つの方面隊に分かれている状態とよく似ているといえる。　団員減少等に対応していきながら地域防災力を維持するために、関市は再編により方面隊制を廃止し分団制へと移行したが、各分団内でさらに部・班に細分化された活動単位で車庫や車両を管理しているところを鑑みると、野田市で同様の再編を行う場合には、方面隊制をさらに細分化し、各地域の団員率等を考慮しつつ地域の実情にあった車両数を適切に配備し、それに即した統廃合を行う形が再編の混乱を最小限に抑えられるように思う。　消防団員の減少は関市においても同じであり、自治会との連携がうまくいっている地域は団員の確保ができているが、地域格差が激しく、団員の確保ができない地域では車両余りの状態が想定される。しかしながら、車両余り状態を解消することを目的に統廃合を含めた再編を行うとなると、1つの分団が受け持つ活動範囲が広がるため、各分団の責任や役割が大きくなり、結果として、各分団長や団員の負担が増加し、ますます団員不足を招く懸念も生じるため、地域の区割りの検討が非常に難しくなるだろうと思われる。　そのため、やはり「消防団加入への理解を深められるか、どうすれば団員をふやせるか。」が重要なのであることをあらためて痛感した。　関市消防団組織で特に気になった点としては、消防団市役所隊、ドローン部隊および女性分団がある。　関市では市役所庁舎に勤務する消防団員による、関市消防団市役所隊を編成していた。団員の市外勤務や被雇用者が多くなっている現状を考慮すると、勤務地が異なる各地域の分団よりも招集が容易でかつ迅速に行え、昼間の消防力強化および初期消火力の強化が期待されるため、野田市においても導入を検討すべきであると考える。今後、再編などによって余剰となった車両を活用しながら市役所隊を編制することで特に費用をかけずに、防火能力の向上が図れるように感じた。　ドローン隊についても、操縦者の育成等の課題はあるが、導入費用は本体価格20万円程度、予備バッテリーなどの付属品も含めて30万円程度で、保険料や修理費用などの年間維持費も数万円程度であったため、水難事故現場での捜索活動や延焼状況や災害状況の把握などに備えて、また団員の負担軽減のためにも、ドローンの活用・ドローン隊の導入は検討の余地があるのではないかと思った。　関市の女性分団の活動は、火災予防・啓発のPR活動、消防関係の訓練やイベントのサポートや大規模災害時の後方支援等など、野田市の女性消防団員の役割とほぼ異なる活動はないが、地元の農業協同組合、信用金庫や大企業、市役所職員などから集まって編成されている点が特徴的である。特に、企業等から加入している女性消防団員が、消防の知識を所属する企業に持ち帰ることで、災害に備えた対策を指導し、防災意識を高める効果を生んでいるとのことであり、野田市においても本部所属の女性消防団員という状態ではなく、分団として独立させ立場と役割を明確にして、市内の企業等からの積極的な参加を促すことも、防災意識向上に役立っように思う。　そのほか機能別消防団員として、消防団OB等からなる無報酬で災害時のみ出動する災害支援団員や、市内の大学に通う大学生からなる学生隊などを組織することで、消防団員数の減少に対応しつつ、日中の消火能力の向上や要因動員力を維持しており、野田市においても消防団OBは大勢おり、市内に東京理科大学もあることから災害支援団員や学生隊の活用を検討すべきと考える。　いずれにしても、消防団の再編成は、地域ごとの団員の充足状況、道路事情や活動範囲など、地域の防災力を維持しながら検討を進める必要があ．り。＿関市□よう．に込く2かの段階を踏んで。一一慎重に進泣なけ処ばならなぶとあらためて感じた。　現在の野田市の分団制の区割りは、管轄面積・地域内世帯数・充足率など、あまりにも地域間で格差がありすぎているため、今上地区などは既に1つの分団としての成立が厳しい状況におかれている分団については、早急に統合または機能別消防団員の導入等でカバーすることが望ましいのではないかと感じた。各分団の定員数も一律15人と定めるのではなく、地域の実情にあった車両数とそれに対応した人数を定めるなど、もっと危機感をもって統廃合を含めた再編成を真剣に検討すべきであると考える。　野田市においては全現役団員を対象としたアンケートは行わないとのことであったが、やはり各分団・各団員の実態や現状の正確かつ詳細な把握が必要であり、ぜひとも再考していただき、現状を詳細に把握した上で、野田市に適した消防団組織の再編成を検討していただきたいと感じた。ttttttgel．b°＃tt（3）静岡県藤枝市　環境日本一に向けた取り組みについて◇藤枝市の概要と視察地選択の理由　　�@市制施行　　昭和29年3月31目　　�A人　　口　　144，900人（59，651世帯）　　　�B面　　積　　194，03k�u　　�C視察地選択の理由（市政との関連性）＿．藤桂屯嵐一一低炭素胚表行委員会が主催すゑ低炭壼胚．．2Qユヱ．烹優良賞を叉賞し、ごみ減量についても1日のごみ排出量674，6グラム／人（平成28年度）と人口10万人以上50万人未満の市で全国第5位になりごみ減量に成功しているなど、　「もったいない」をキーワードに、市民ひとりひとりが環境の大切さに気付き、学び、行動する、日本一の環境行動都市を目指している。　野田市も、低炭素社会の実現に向けて照明のLED化、夏季の冷房温度28度や冬季の自家用通勤の自粛を行っているのを初め、新清掃工場の建設計画や最終処分場を市外の民間事業者に依存していることから、ごみ減量にも取り組んでいる。特にごみ排出量については、削減目標を設定しており平成22年度比で令和3年度までに20％、そして令和9年度までに30％の削減目標を掲げている。そのことから、低炭素社会への取り組み及びごみ排出量削減への取り組みを調査したく視察先として選択した。◇　視察時の状況　　�@視察時間　　午前9時30分〜午前11時20分　　�A視察会場　　　藤枝市議会第1委員会室�B応対者職氏名　環境水道部　　　　　　　　　　生活環境課　主幹兼廃棄物対策係長　大須賀靖之氏　　　　　　　　　　環境政策課　主幹兼環境政策係長　　花澤　澄子氏◇　調査事項の概要　環境目本一の取り組みについて、初めにごみ減量の取り組みについての説明を受ける。　藤枝市は、隣の焼津市と志太広域事務組合のもとでごみ処理を行っており、平成30年度におけるごみの収集量は28，648トンである。ごみの分別は、燃やすごみ（週2回）、容器包装プラスチック（週1回）、木くず・勇定枝（週1回）、紙類（新聞、ダンボール、雑誌・紙パックの4分類、2週間に1回）、資源・不燃ごみ（月1回）となっている。一部の地域では生ごみ分別収集も行っており、排出方法は、市から配布された専用袋（黄色）に生ごみを入れ、集積所に燃やすごみと同じ収集日に出す。その1後。一一一収集を委託．し工巳る一業者が回収、し工民閲業者の施設．に搬入し推胆化された後，，．農家笠」⊆販売を一しこζ公蛋一＿．＿．＿＿．＿＿．＿＿＿＿．＿＿一＿．＿．＿．＿＿一一一＿．．＿生ごみ分別回収資源化妻業』ま、＿乎成23−一生4刀．に、。藤岡地区の一24Z．．世螢左ら．始ま．り一ふ平成24．1年度には旦地．区約一2，，§o旦．世螢を�`一一平成．25．生度に｝よ4地区約．2．．3．QQ，世帯を〉一一乎成．．26．．年度足はユー地区．旦』ミOQ．．世苗を追QP．tt＿k．，．．．その後は），．．臭気対策を講旦乎成旦L生4≡2ヨーにはヱ地．区約．．3過Q旦，世貫を追加．しλ．．現在一は約．ユ旦ρ0！q．世貰ま．穗｝こ拡太レた乱二ζ一Lて，＿生ごみ推鎚化すゑ過一程で発一生した消化ガろをi．．1下．水処理施」設力）−」6一発生した消化ガ逐．とあ」2意て発電業煮に売却一し工虹登9＿一一＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿．一＿＿一一一一＿＿一一一一一＿＿＿＿一一＿＿＿＿一乎成○旦一生度璽匡1収量．に2ぶ工』主＿機越の上乏ブzし．など主あ．り腔生度よ．り．．三旦一上と減少．レた．も．ののふ約．Z5旦一上とζ璽生ごみ回収と資源化すゑことがで主．2ζ，＿そ□結果“＿生ごみの．分別回収以前の一乎成．22．．年度に』ま．2生go7．．上ンあ2一た燃やす．ご塗がΣ一乎成旦o．生度．には．裂旦75．上とになり，ふ分別回収以前．と比較．し工．．旦．鐙2−一上ンλ．ユ2，旦％減量され．た巳一一＿”〈人旦比は平成＿2a．生一度ユ坐λ．929．人＝≧平成30．生度．ユ4皇旦4！．人）一＿一一一一一．．＿＿＿．一＿＿＿．．．＿＿＿＿一一一一．＿＿＿＿一一．＿．会．後口ごみ減．量口施策．は〉，．．家庭一ご憂口有料化を塞施す．ゑ前に市民。＿裏業煮“＿行政が二生．でさ．らな一登減量化に取り．組み“一．循環型社会．に回け．工市民：f＞の意一識啓発を行yこ効果口あゑ具｛杢的な方法一を実施L工虹ぷ＿＿．．．＿＿＿＿一一．．一一7k”に主22ζ凡こない運動と王III−z之ミと亘．と2ユーにコy三ζの説明を受け．る．Q＿．＿藤枝重の環境像＿巳一も2．プζmな亙）1塗裏践すゑ環一境行動都一屯∴，ξごユニえだ⊥．を．裏現すべ．≦，〉一一環境基杢量画後期訂画．⊥も，？一一たない推進プ乏ン）、．の一方針□P＞一と2と．し工地球温暖化対策の推進Qミ掲げ一られ．工yこ乱＿一一．一＿＿＿＿一一一一一．．＿＿＿＿，乎成．1旦．年度足市職1員と有識者』⊆よ2工閉始し、司一一乎成．．21一矢度』⊆も2た巳な虹都重宣言．を行2左g＿一工主2左虹なy−〉ユ＿と上こ互言葉を．宣言に使2．た□はぶ＿平成ユ6．一生．に．∠．二三シし平租賞受賞煮であ亙ケ三z口環境副太臣］z之ガ∪一一r．、ヱニタ工氏．カミもの一を太塑垂⊆する意．味で＿［巫9並旦垣亘」一一一とよ．〈．使2工旦たところから由来している。．一＿宣言後に．も2たいな込運動推進委員．会を立．ち上ば、．．家．庭で□定着一を図ゑ．1．L．ぬ□施策．と．し工ふ各家．庭に主2．たkこなΩ三三．三Zヱミ．！L二宣言を．1＝て主ら．〉活動．を行ぶ）’一一延cs．．旦．ΩΩΩ．．世鼓．．（約一盤，．P．ΩΩ一2�d）．．が宣言を征2左又一一一迭口ほ左、＿静岡県内．¢泊治体．で多一く一一実施L工いゑ健康ヱイーピニジ丞互ン．上捌度を参．考一にΣ、．ふ一じえ．だ環境ヱイーレニジ奎業主闘始』乙嵐＿，一一一＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．一一一そして裏業煮に対一L二ζ．は〉”．主2左ぶない運動一推進委員会一□活動資金と．し二ζ．自．販機の売り．上ばの二部璽提供、一．垣年旦月足閉催する環境z三膓〜一乞三□協力．〉一．環境ヱイーk＝ジ裏業の丞イー之上一口特典．交換の提供一など口依頼一のほかさ．ヱイム之Z運動一を推進す登ため1⊆、．．．市内．一坦．の一ろ二ムニーと一とジ袋査魁化□協定を績結JL．Zq．，＿妻業煮〈〉□三ξ援策とユ∠ζは“＿壬三z久シ旦1と2ユ．□取得足．向一けた認証取得v．．ミゴニニの閉催）’＿取得後の定着を図る一ためにzま［一旦二z一之之主ミ．才二，〉一．一さ．］ら足認証費と更勃一費用の捕助も行2工おり．入一一現在L＞．一一重内．の．43．裏業所が取得し工y＼ゑ9．．一．一＿＿．．＿．＿．＿．＿一一＿＿一＿＿＿＿一一一一一．＿．＿＿＿＿一＿＿◇＿颪一一一見一．頂政の課題笠1⊆対すゑ裏現亘熊性笠）一＿．＿＿＿＿＿＿一＿＿．＿＿＿一＿藤技童の。ご塗減量□取！2．組みは“＿乎成一一2ユー司生度に造2一プζいな！乙）都屯宣言査行2たと三．ゑ力三」三始ま．旦Σ一一その虫．3こ生ごみ一璽分別回収裏業は乎成．．23．，生度左ら閉始1∠工いる巳一生一ご力□分別回収裏業』⊆2いてぶ＿小規槙1こと．どま2二ζ虹ζΣ屯町村があ登史でふ藤．枝屯では全世帯一□約．25％の，．ユ5∴鰻Z−一世帯工実施tt，てy立ζ巳＿太規槙足実一施する三．と2び工主1ζ理由と．L∠て“．．収集場班をたか．旦やすy二よ．？．に燃やす．ご憂と同一じ曜旦∴収集》易所｝三L〈工］己ゑ仁生．ごみを入れ．る．専用袋娃，〉＿週2回の．収集旦足毎回出せる．よう、1三し、＿夏擾対策．と食麦2せ1て一各家庭』こ年閲一ユ20＿枚醒有し工亙こる品．，説朋会に来．られな虹屯民』こ向．け工DyJユを作成すゑな．ど∠ヒニzとの周知．に努凌1て］己益巳ロミ．ら一に〉，．．回収Lた生ごみ．を市内の民置妻業者の一施設に搬入』乙工ぶゑことで、．．裏．業費も生置一4，．2Ω9万』ヨ、．（乎成3旦年．度予算L．と埋1較一的安価延処理でさる三．とが挙ばちれ一6．q．、一．．．＿野里重璽二般廃棄物処一理基杢計画＿（ごみ編）＿璽史で）’．．野田市□．ごみの組成一�A牲徴にっ虹て□説朋があ，り一）’＿組成の特徴一と一しエ厨茶類が多y三こ．と．か．らオ〜一分の割合が約＿54％一と一〉＿壬葉県内．璽乎均値．．盟，旦％を太幅に上回．2．一工いる結一果であ21ζ、＿そ口丞分量を減らす一ことがで．き一れば、．野田重のごみ一の排出量一も．削減できλ＿ざらに？t−，乎成．2旦一年度些で金租旦生度まで1⊆−29．％“一一一そ∫∠工全丞］．．9，年度ま工E−39％削減に向け左取”rp”組み□旦�dと2になゑ．と考え登乱。野旦屯におぶ工．も．〉．．一収集場．所Σ一生ごろと皇里袋の亘己有Σ一一重民三口周知方法など取り組める内容一である、と艮乏P−一．現在。＿船形1⊆あ亘勇定桂笠□搬入先であゑ堆肥主ンタニ旦Σ一．搬入．量の増太や臭．気笠口閲題があ．り．ふ受．け入れ旦できな込と恩麦2れる9＿！三かL義．．．生ごみの推肥化はこ。み減量口効果が高y〕−9．とからヘー．‖まずは市狸自一で取り組め一登かど一う左を検討L二、＿｛欠に立内．の民聞裏業煮か．らの妻．業提案な．どにて2y工玉検一討し工みて娃一と．煮えゑ9．一一．＿H＿．．＿一＿．＿＿＿＿＿＿一．＿二酸化炭素¢≧排出麹董り二□放．旦組ろ〜に2y一こ工はふ各家一庭で主環境意識を1高一めゑため1⊆、＿ヨ三三一z．z．ミー旦二宣．言や環境ヱご《．ピニジ裏業などの取．り一組みを五2工ぶゑがΣ．．丞イーと上カミ迦算一さ．れ二ゑ実践項旦□評伍が旦己評価とな2工yこ益ため∧＿丞イ1と」この．牲典交換をした蛤がた、泣に且亘萱平価カミ甘．ぐな2工．レま．う互能性があり，）一一一それ足伴虹裏業費も壇加し工一しま．う．懸念があゑ、．、一＿．＿」f．P）．V．〉．．．環境間題を家族で話す．き．2か嵐こなゑ啓発事一業である．こ．と．か．ら）’．一野旦重でjb導一入を考える一ざき工．ある．Q＿その場．合は）一一．市独自一のzプ旦笠を閉発」∠てろ二三�n二で□］〈一主袋の辞退や“〉＿電気の一検針票を租用』乙た電．気量□削減率などx一客観的妻実1⊆対．y．て丞イーン上を付．与する制度．に．L．．Zg方がよy〕と思う。＿．裏一業煮にお」己は〉，．．環境省カミ策定した旦杢独．自．□環撞ヱ主．ジ互之上．之三〜乏ムー一（EM．s−）．＿であゑ三．コーz久ミン．旦．と2ユロ認証取得1こ回吐工Σ一市独旦口支援と．認証費の捕助玉行2．：⊆y立ζ9＿近生〉，．”環境．二璽取．り一組，む姿勢が会．社三ロイメ．ニジを左右すゑ三一とか1主．．野旦屯にお込て．主商工会議所と連一接し工認証取得に回．け一た主ミ才二一璽閉催な．ど〉＿まず．は一すぐに行え．る．裏業口こら．始ぬふ．環境意識∫包上¢〕啓発とぶ一刀旦入口2三．り．之上を広く．知らせ．る遭漂があ．る．と盛じる。＿．ま．k．，．．藤桂一屯は認証一取得を支援す．ζΣにあ2一て〉“．一童旦ら一主認証□取得に向旦．て1計画を策．定一v．，．．．平一成．旦．．年度』⊆屯内妻業一煮と．．し工初．の三三z之．之旦1ン2ユーの認証互取得L工Mゑ立一一野．田．市．で主環一境，対策．と．し1てべ＿冷暖房の．温度調鯨一一一照囲□．L一亘．D化）’一．．良家用里及び公用里の刮用旦粛k⊆よ．り、二酸化炭素及び，窒素酸化物．の削減を．目」損L工込る一こと益ら”〉＿環境三この．取．り組み．を．市民や垂業煮に対．レてzピ＝∠｝こす亘jiζ盈』こも壬三z．z一シ旦ン2ユー口放得」邨尤工取．犯組む△きと考．えゑ9＿一一一．一＿．＿＿＿一．＿＿一一＿＿＿．＿＿一一＿＿＿．＿．＿．一一＿＿一＿．．＿診ぺ※’ee。滅1

